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ウガンダ共和国 

【国名】 
 16 世紀頃からウガンダの中央部から西部に
かけて存在した 4 つの王国（ブガンダ、ブ
ニョロ、ンコレ、トロ）のうち、もっとも広
い地域を支配したブガンダ王国に由来。 

 
【国旗】 
 国旗の黒はウガンダ人の肌の
色、黄は赤道直下の豊富な太
陽、赤は人民の同胞愛を示す。
国旗中央の鳥は、ウガンダで
よく見られるホオジロカンムリヅル。頭部
の体毛に黒、黄、赤を含むホオジロカンムリ
ヅルは、ウガンダを象徴しているとされる。
右足を上げているのは、ウガンダという国
が常に前に向かっている、発展しているこ
とを示している。 
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【国土】 
 アフリカの東部、ほぼ赤道直下に位置する
内陸国。面積は日本の本州とほぼ同じ（約
24.1 万㎢）。首都はカンパラ。 

 国土の平均海抜は約 1,200m であり、大半は
緑豊かな丘陵地帯。その美しさから、英国の
チャーチル首相が植民地省政務次官として
ウガンダを訪問した際、同国を「アフリカの
真珠（the Pearl of Africa）」と呼んだ。 

 年間気温の全国平均は 24 度であり、赤道直
下にもかかわらず快適な気候に恵まれてい
る。 
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【ビクトリア湖】 
 アフリカ大陸最大の内陸湖
であるビクトリア湖（広さは
世界第 3位）を始めとする多
数の湖水群がある（湖水群が
ウガンダの国土面積に占める割合は約
18％）。ビクトリア湖はウガンダ、ケニア、
タンザニアの 3 カ国の国境をなし、大きさ
は九州の約 2 倍（約 69,000 ㎢）、周囲の長
さは 3,440km にも及び、最深部の水深は 84m。 

 
【ナイルの源流】 
 ビクトリア湖を訪れた英国人探検家ジョ
ン・ハニング・スピーク（1827－1864）が、
同湖がナイル川の源流の一つである白ナイ
ル川の起点であることを確認。 

 なお、川の水が灰色に濁った白ナイルに比
べて透明に見える青ナイルの源流はエチオ
ピアにある。 
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【世界遺産】 
 以下の 3 件が世界遺産に登録
されている。 
・「歴代ブガンダ王国国王の

墓」 

（19 世紀以降の 3代の王が埋葬、2010 年
火災からの再建・復興を日本が支援） 

・「ブウィンディ原生国立公園」 
（マウンテン・ゴリラが生息） 

・「ルウェンゾリ山地国立公園」 
（山頂が氷河に覆われている） 

 
【マウンテン・ゴリラの生息地】 
 美しいウガンダの自然を保護するため、複
数の自然公園や自然保護区が設けられてい
る。これらのうち、クイーン・エリザベス国
立公園（1954 年に英エリザベスⅡ世女王の
訪問を記念して現在の名称へ改名）は鳥類
の種類が豊富なうえ、チンパンジー、木に登
るライオンの生息地があること等で知られ
ている。 
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 ルワンダとコンゴ（民）との
国境近くにあるブウィンデ
ィ国立公園内の山岳地帯に
は、絶滅の危機に瀕している
マウンテン・ゴリラが生息している。 

 
【ウガンダの主食】 
 日本でバナナと言えばおやつ
感覚だが、ウガンダではバナ
ナは大事な主食。特によく食
べられるのは「マトケ」と呼ば
れるバナナで、堅い緑色の時に収穫し、皮を
むいて加熱して食す（生では食べられない）。
バナナの葉で包んで蒸し、潰してマッシュ
ポテトのようにして食べるのが一般的。味
は甘くなく、ジャガイモのような食感。 

 水と緑が豊かなウガンダは「東アフリカの
食料籠（Food Basket）」と呼ばれ、ありと
あらゆる主食・野菜が市場に並ぶ。 

 
 
 



  

 

6 

【ウガンダ産コーヒー】 
 ウガンダでは、東部ケニア国境にある
4,000m 級の峰々がそびえるエルゴン山麓を
中心に、コーヒーが栽培されている。 

 ウガンダ産コーヒーの品質は高いものの、
独自ブランドで市場に出回ることは少なく、
主に欧州等でのブレンド（ロブスタ種）に使
われている。 

 日本では、「クリスタル」（本社：名古屋市）
他がウガンダ産アラビカ種コーヒー豆を販
売している。 

 
【ウガンダのお酒】 
 ウガンダ人はお酒を飲む
ことが大好きで、バーや
ナイトクラブなど飲酒ス
ポットが町の中に溢れている。報道によれ
ば、ウガンダは一人当たり純アルコール消
費量（12.2L）がアフリカのトップにランク
されている（世界的に消費量が高いヨーロ
ッパ諸国の平均消費量9.2Lの 1.3倍相当）。 
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 ナイル川の豊かな水と穏やかな気候
に恵まれたウガンダで醸造されるビ
ールは 20種ほどある。また、ウガン
ダ人は「ワラジ」というマトケ・バナ
ナなどから製造される地酒も嗜む。
ワラジは日本の焼酎や泡盛のような強いお
酒で、小さなショット・グラスで楽しむ。 

 
【HIV/AIDS に対する取組】 
●ウガンダでは 1982 年に初めて HIV 感染者が
確認されて以来、感染者数が急増し、1980 年
代半ばには極めて深刻な状況に陥った。こ
れを受け、ムセベニ大統領自ら対策に乗り
出した結果、1990 年に 18.5％であった同国
の HIV 感染率は、2021 年に 5.2％となり、
大きな効果を上げた。 
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【日本のプロ野球に挑戦するウガンダ人】 
2025 年 11 月、埼玉西武ライオンズがウガン
ダ出身のイサビレ・ムサ・アゼッド投手（21
歳）及びチャッゼ・フレッド投手（23 歳）
と育成契約を締結。NPB として初めてウガン
ダ出身選手と契約した。両投手は 2026 年 3
月から西武の海外戦略の一環として独立リー
グの信濃グランセローズ（長野県）に派遣さ
れ、実戦経験を積んでいる。また、独立リー
グの旭川ビースターズ（北海道）にもカスン
バ・デニス捕手等ウガンダ出身選手が所属。
同選手は母国での独自のトレーニングを SNS
で発信し、大谷翔平選手にフォローされたこ
とでも知られる。 
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＜ウガンダで活躍する日本企業＞ 
【「ウガンダの父」と呼ばれた日本人】 
 「ウガンダの父」と呼ばれた
故・柏田雄一氏（1931-2023）
は、1965年に衣料メーカー「ヤ
マト」の社員としてウガンダ
に赴任。現地で衣料（ワイシャ
ツ）の工場作りに取り組んだほか、延べ 30
年以上のウガンダ在住経験を有し、日・ウガ
ンダ交流に貢献。1995 年に外務大臣表彰を、
2009 年春には旭日小綬章を受章した。山崎
豊子作の小説「沈まぬ太陽」アフリカ篇にウ
ガンダでシャツ工場を営む工場長の話が出
てくるが、このモチーフが柏田氏。 

 
【「ウガンダの父」を継承するオーガニック
コットン】 
 ウガンダ産のオーガニックコットンを用い
たスマイリーアース社を設立した奥龍将氏
は、上述の柏田氏に師事。大阪府泉佐野市を
拠点に活動。2018 年 9 月、第 1 回在外公館
長表彰を受賞した。 
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【アサヒビールが東アフリカの酒類事業の買
収を発表】 
 2025 年 12 月、英蒸留酒大手のディアジオ
（Diageo）から、イースト・アフリカン・ブ
リュワリーズ（EABL）等が展開する東アフリ
カ事業を買収すると発表。 

 EABL はケニアに拠点を置き、同国やウガン
ダ、タンザニアのビール販売で高いシェア
を誇る。 

 今回の投資額は30億米ドル（約4,654億円）
で、日本企業によるアフリカの酒類事業へ
の投資としては過去最大規模。 
 

【本格日本料理をウガンダへ】 
 ウガンダで農薬や化学肥料に頼らないゴマ
の生産に従事していた宮下芙美子氏は、
2015 年に COTS COTS Ltd を設立し、有機野
菜の販売に従事。 
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 同社は、ウガンダからの白身魚フィレ（ナイ
ルパーチ、ティラピア）の輸出再興による日
本への水産加工原料の供給力強化など、水
産バリューチェンの構築にも取り組んでい
る。ウガンダから日本への魚の輸出は、主に
新型コロナウイルス・パンデミックと円安
の影響などにより大幅に減少した。 

 2018 年、カンパラの中心地に、日本食レス
トラン「やま仙」を開業。京都で日本料理店
を経営していた宮下氏の配偶者・山口愉史
氏が料理長を務めている。山口料理長は、令
和 4 年度「日本食普及の親善大使」に任命
された。 

 2026 年 2月に COTS COTS Ltd が在外公館長
表彰を受賞。 

 
【ウガンダの日本建築】 
 やま仙の入る商業施設「Tank 
Hill Park」は、茅葺屋根な
ど、ウガンダと日本の伝統的
建築様式を意識しながらも近代的要素を取
り入れたデザインが特徴。 
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 建物をデザインしたのは、あしなが育英会
の奨学金を得て大学に進学し、その後マケ
レレ大学建築学科でも学んだ経験を持つ小
林一行建築士。 
 

【ウガンダ産の手作りバッグ】 
 仲本千津氏が代表を務める 
リッチーエブリデイは、アフリ
カンプリントを使用したバッグを取り扱う
ブランドとして、2015 年に創業。 

 ウガンダの工房では、シングルマザーや元
子ども兵を「作り手」として雇用し、彼らが
生活を向上させながら、自らが手掛けた製
品に誇りをもって世界に送り出すことがで
きる「場」を提供している。 

 最近では、仲本代表がオンラインで日本と
繋ぎ、地元マーケットの棚から布を選ぶオ
ンラインセミオーダー会などの企画を実施
（神楽坂にショールームあり）。 

 2026 年 2 月にリッチーエブリデイが在外公
館長表彰を受賞。 
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【高品質カカオ・バニラをウガンダから】 
 岡野あさみ氏が代表を務め、夫妻でカカオ
とバニラ生産から加工、輸出までを手掛け
るファーム・オブ・アフリカ（2016 年設立）。
繁忙期の現地従業員は約 60人に達する。 

 徹底した品質管理により、高品質な製品を
輸出。輸出先は日本のみならず欧州の有名
製菓ブランドなどにも及んでいる。 
 

【「100 万人の手洗いプロジェクト」】 
 サラヤ株式会社は、2010 年よりウガンダで
「100 万人の手洗いプロジェクト」を開始。 

 2015 年、現地工場がウガンダ初のアルコー
ル手指消毒剤が生産できる工場として認定
された。2020 年からのコロナ・パンデミッ
ク時には、24 時間体制で消毒剤生産・供給
を行い、現地での知名度が非常に高い。 

 最近では、大日本除虫菊株式会社（キンチョ
ウ）との連携、新しい商品の開発などに取り
組んでいる。 
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【アフリカの水問題をものづくりで解決】 
 元 JICA 海外協力隊員（ウガンダ派遣）の坪
井彩氏が2020年にウガンダ人2名の共同創
業者と「Sunda Technologies Uganda Ltd」
を設立。プリペイド式・従量課金型の自動井
戸水料金回収システム「SUNDA」の販売・設
置により、ウガンダさらにはアフリカの水
問題の解決に挑む。 

 2024 年 7 月までに 300 台の SUNDA をウガン
ダ国内のハンドポンプに設置。最近では、鉱
研工業との協業による支援を得つつ公共水
栓への SUNDA 設置も展開開始。 
 

【ラストマイルデリバリー事業】 
 CourieMate（クーリメイト）。親会社がヤマ
ハ発動機株式会社であり、オートバイによ
るラストマイルデリバリーのビジネスを確
立。宅配需要を拡大することで、現地の雇用
を創出し、人々の暮らしが豊かになる環境
づくりを推進。 
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【未電化地域に灯りを広げる】 
 WASSHA は 2013 年にタンザニアで創業し、
2020 年にウガンダにも進出。LED ランタン
のレンタル（一夜貸し）事業が主力商品。既
存の小規模売店（キオスク）をエージェント
として事業展開。ウガンダでは約 2,000 エ
ージェントを擁し、順調に黒字化。ほかには
モザンビーク、ナイジェリア、コンゴ民主共
和国でも事業展開中。 

 
【街の景色が一変したフライオーバー】 
 2025 年 3 月に清水建設・鴻池
組が建設を進めていた立体交
差道路、通称「カンパラ・フラ
イオーバー（Lot1）」が完成。
首都カンパラの新たなシンボルとして、市
内の深刻な交通渋滞の緩和に大きく寄与す
るだけでなく、その近代的な佇まいが新た
なランドマークとなっている。 
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【本格的な交通信号が稼働開始】 
 2024 年 7 月に日本信号株式会社はウガンダ
営業所を開設。主に日本のODA事業により、
カンパラ市内に設置の交通信号機を納入。
2025 年に入って本格的に市内の信号機が機
能し始めた。今後は ODA に限らず、さまざ
まなビジネスチャンスを模索中。 

（了） 


